


























3.背景説明、帰結説明、ワケダとの使い分け 益岡 (1991) 













































































それでは、 (a)から(f)までの観点によって、 A （底の名詞）から G （強調）までの連続
性をみていこう。まず、意味的な側面と関係のある(a)からテストすることにする。
4. 1 名詞で入れ替えられるか
文末表現のA （底の名詞）から G （強調）までの例は、大体「XはYのだ」式の文に







































































































































が示すように、主題が明示されている。とすると、 B （説明）、 C （本性）、 D （当為）
は、いずれも主題が明示されているという点ではA （底の名詞）と共通していることに
なる。ところで、 A （底の名詞）と B （説明）は、「の」の指示対象が「その」「彼」で
あって、 specificな用法である。
(2) わたしが買いたいものは、至空赤いのだ。 (A : specific) 
(23) つまり彼は週末を鎌倉の海を眺めて過ごすことにより休養をとっていたのである。






ながるだろう。一方C （本性）と D （当為）は、それぞれ「若い女というもの」「男」で
あって、 genericな用法になる。
(24) 若い女というものは誰かに見られていると知ってから窮屈になるのではない。
(C : generic) 









































































































構文上の機能 連体修飾構造← モダリティの助動詞 →終助詞
A底名詞 B説明 C本性 D当為 E命令 F決意 G（強調）
a)名詞可変
゜
X X X X X X 
b) ガノ可変 I
゜
X X X X X X 
c) specific 1 
゜゜
X X X X X 
d)過去
゜゜
X X X X X 
e)主題表示
゜゜゜゜
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